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阪南市社会体育施設指定管理者候補者の選定について 

 

生涯学習部 生涯学習推進室 

 

 

 阪南市社会体育施設指定管理者候補者の選定について、４回の選定委員会等

を開催し、慎重に調査・審議した結果、次のとおり指定管理者候補者を選定した。 

 

１．指定期間 

  令和６年４月１日～令和１１年３月３１日 

 

２．選定経過 

  令和５年３月１６日  第１回選定委員会開催（指定管理者の選定基準に

ついて） 

      ４月１８日  第２回選定委員会開催（募集要項等について） 

      ５月 ２日～ 募集要項等の公表 

      ５月１８日  応募説明会・現地説明会 

      ６月 ６日～１５日 応募受付期間 

      ６月２２日  第３回選定委員会開催（応募団体による提案説明・

質疑応答） 

      ６月２２日  第４回選定委員会開催（指定管理者候補者の選定） 

 

３．申請団体 

阪南みらい共創パートナーズ（４法人等により構成されたグループ） 

以上１団体 

 

４．選定方法及び選定結果 

（１）選定方法 

第１回及び第２回選定委員会にて、指定管理者候補者を選定するため

の選定基準、審査項目及び採点方法等を審議した。配点については、委

員１名あたり満点を３００点とし、選定委員（全８名）の配点合計のう

ち、最高点と最低点を除いた６名分の評価点の合計を、当該応募者の総

合点とすることとした（満点:３００点×６名＝１，８００点）。 

また、総合点が満点の６０％（１，０８０点）に満たない場合、指定

管理者の候補者に選定しないこととした。 
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（２）選定した指定管理者候補者 

   団体名称  阪南みらい共創パートナーズ 

        

代表団体  美津濃株式会社 

      団体住所  大阪府大阪市中央区北浜４丁目１番２３号 

       代表者   代表取締役社長  水野 明人 

              

構成団体  ミズノスポーツサービス株式会社 

       団体住所  大阪府大阪市中央区北浜４丁目１番２３号 
       代表者   代表取締役  薬師寺 洋彰 
 

       構成団体  株式会社サクセス 

       団体住所  大阪府泉佐野市上町１丁目４番１０号 

       代表者   代表取締役  堀内 泰典 

 

       構成団体  阪南市体育協会 

       団体住所  大阪府阪南市光陽台１丁目１７番２４号 

       代表者   会長  秋山 満 

 

 （３）選定内容 

第３回及び第４回選定委員会にて、各委員が選定基準に基づき採点を

行い、総合点（１，２５２点）が満点の６９．５６％となり、６０％を

上回っていたため、指定管理者候補者として選定した。 

 

（４）総合点 

順位 団体名 総合点 

第１位 阪南みらい共創パートナーズ １，２５２点 
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別 表 

【総合点】 

※選定委員（全８名）の配点合計のうち、最高点と最低点を除いた６名分の評価点の

合計を、当該応募者の総合点とする（満点:３００点×６名＝１，８００点）。 

順位 団体名 総合点 

第１位 阪南みらい共創パートナーズ １，２５２点 

【参考】 

指定管理者候補者の選定基準及び配点等（６名） 

選定基準 評価項目 配点 
第 1位 

阪南みらい共創パートナーズ 

①市民の平等な

利用が確保され

ること 

①公の施設の公共性・公平性に対する考え方 

②市民に対する理念・基本方針、意思の反映、利便性の

向上に対する考え方 

③個人情報の保護に対する対応方針と社会的弱者への

配慮、緊急時の対応 

15 点×6 名 

＝90 点 
69.5 点 

②管理を安定し

て行う物的能力

及び人的能力を

有すること 

①団体の組織の状況 

②団体の事業実績 

③施設の管理運営に必要な資産 

④職員の人員配置 

⑤職員の研修方針と人的能力の確保 

50 点×6 名 

＝300 点 
203 点 

③ 管 理 経 費 の

縮減が図られる

こと 

①指定管理料見積金額による評価。（配点３０点） 

※算出方法が相対評価によるものであり、応募団体が１

団体であったため、満点の３０点となる。 

【計算式】３０点×応募者の中の最低提案額÷当該

事業者の提案額＝得点（１点未満切り捨て） 

30 点×6 名 

＝180 点 
180 点 

②運営収支計画・経費縮減の考え方及び具体の方策 

③収益性向上、安定した収入確保の考え方及び具体の

方策 

④利用料金設定の考え方 

15 点×6 名 

＝90 点 
51 点 

④施設の効用を

最大限発揮し、

地域スポーツの

振興が図られる

こと 

①自主・共催事業の企画内容と収支計画 

②各施設の利用・活用の考え方 

③市の各施策に対する協力の考え方 

④指定管理者に応募する企業（団体）としての社会貢献

に対する考え方 

⑤施設の現状を踏まえた利用促進の提案 

  ・総合体育館 

  ・中央運動広場 

  ・桑畑総合グラウンド 

  ・市立テニスコート 

110 点×6名

＝660 点 
440.5 点 

⑤ 社 会 体 育 施

設 の 活 性 化 が

図られること 

①社会体育施設未利用者へのアプローチの方法 

  ・若年層へのアプローチ 

  ・子育て世代へのアプローチ 

  ・その他の未利用者層へのアプローチ 

②学校園（所）との連携の考え方 

40 点×6 名 

＝240 点 
156 点 

⑥地域スポーツ

の 基 盤 強 化 に

向けた各種スポ

ーツ団体等・行

政との協働に対

する考え方 

①各種スポーツ団体等や行政と親密にコミュニケーショ

ンできるか 

②各種スポーツ団体等や行政と連携して各種計画を立

案できるか 

③各種スポーツ団体等や行政と協働して各種事業を実

施できるか 

④各種スポーツ団体等や行政の活動に積極的に協力で

きるか 

40 点×6 名 

＝240 点 
152 点 

合計 1,800 点 1,252 点 

 
 


